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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月11日(2020.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｉ）：
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【化１】

　（上記一般式（Ｉ）中、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０３、Ｒ１０４、Ｒ１０５、Ｒ１０

６、Ｒ１０７、Ｒ１０８、Ｒ１０９及びＲ１１０は、それぞれ独立して、Ｐ１１－Ｓ１１

－、炭素原子数１から１８のアルキル基、炭素原子数１から１８のアルコキシ基、ハロゲ
ン原子又は水素原子のいずれかを表し、Ｐ１１は、以下の式（Ｒ－Ｉ）から式（Ｒ－ＩＸ
）のいずれかを表し、

【化２】

（上記式（Ｒ－Ｉ）～（Ｒ－ＩＸ）中、Ｒ２１、Ｒ３１、Ｒ４１、Ｒ５１およびＲ６１は
お互いに独立して、水素原子、炭素原子数１～５個のアルキル基であり、Ｗは単結合、－
Ｏ－またはメチレン基であり、Ｔは単結合または－ＣＯＯ－であり、ｐ、ｔおよびｑはそ
れぞれ独立して、０、１または２である。）
Ｓ１１は、単結合又は炭素原子数１～１５のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１
つ又は２つ以上の－ＣＨ２－は、酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－、－ＯＣＯ－
又は－ＣＯＯ－で置換されてよく、
　ｎ１１は、０、１又は２を表し、
　Ａ１１は、下記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）：
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、ハロ
ゲン、シアノ基、ニトロ基又はＰ１１－Ｓ１１－で置換されていても良く、
　Ｌ１０およびＬ１１は、それぞれ独立して、単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－
Ｃ２Ｈ４－、－ＯＣ２Ｈ４Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＲａ－ＣＯＯ－、
－ＣＨ＝ＣＲａ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲａ＝ＣＨ－、－
（ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）ｚ－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－Ｃ
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ＯＯ－（ＣＨ２）ｚ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（
式中、Ｒａはそれぞれ独立して水素原子又は炭素原子数１～３のアルキル基を表し、前記
式中、ｚはそれぞれ独立して１～４の整数を表す。）を表し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に少なくとも２以上のＰ１１－Ｓ１１－を有し、
　上記一般式（Ｉ）の１分子内に炭素原子数１～１８個のアルキル基を有し、該アルキル
基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－によって置換さ
れていてもよく、
　Ｐ１１、Ｓ１１、Ｌ１１及びＡ１１が複数存在する場合は、それぞれ同一であっても異
なっていても良い。）
で表される重合性モノマーと、
　前記一般式（Ｉ）で表される重合性モノマーとは異なる化学構造を備え、少なくとも一
つの前記極性基と、メソゲン基と、少なくとも一つの重合性基とを備える自発配向性モノ
マーと、を含有し、
　前記極性基は、以下の式（Ｋ－１）～（Ｋ－１９）及び（Ｋ－２４）～（Ｋ－２８）か
らなる群から選択される１種または２種以上である、液晶組成物。
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【化３】

（上記式（Ｋ－１）～（Ｋ－１９）中、ＲＫ１およびＲＫ２はそれぞれ独立して、水素原
子または炭素原子数１～５の直鎖または分岐のアルキル基またはアルキルオキシ基を表し
、ＲＫ３は、水素原子又は１～２０の直鎖または分岐のアルキル基を表し、このアルキル
基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で
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置換されてもよく、ＲＫ４およびＲＫ５はそれぞれ独立して、水素原子または炭素原子数
１～８のアルキル基を表し、
　ＷＫ１は、メチン基、≡Ｃ－ＣＨ３、≡Ｃ－Ｃ２Ｈ５、≡Ｃ－Ｃ３Ｈ７、≡Ｃ－Ｃ４Ｈ

９、≡Ｃ－Ｃ５Ｈ１１、≡Ｃ－Ｃ６Ｈ１３または窒素原子を表し、
　ＸＫ１及びＸＫ２はそれぞれ独立して、－ＣＨ２－、酸素原子、－Ｃ（＝Ｏ）－又は硫
黄原子を表し、
　ＹＫ１、ＹＫ２及びＹＫ３はそれぞれ独立して、メチン基又は窒素原子を表し、
　ＺＫ１は酸素素原子または硫黄原子を表し、ＺＫ２は炭素原子またはケイ素原子を表し
、ＺＫ３は酸素原子を表し、ＺＫ４は単結合または二重結合を表す。）
【化４】

（式中、Ｙｉ１は、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキ
ル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少なくとも２個以上の第二
級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されており、また
、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、Ｘｉ１

は、酸素原子、硫黄原子、ＮＨ又はＮＲｉ３を表し、
　Ｓｉ１及びＳｉ３はそれぞれ独立して炭素原子数１～６のアルキレン基又は単結合を表
し、該アルキレン基中の－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｃ（＝ＣＨ２）－、－Ｃ（＝ＣＨＲｉ３）－、－Ｃ（＝ＣＲｉ３

２）－、
－Ｏ－、－ＮＨ－、－Ｃ＝Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
　Ｓｉ２は炭素原子、窒素原子又はケイ素原子を表し、
　Ｒｉ２は水素原子、炭素原子数１～２０の直鎖又は分岐のアルキル基を表し、これらの
基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－Ｏ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－
Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよく、
　Ｐｉ１は重合性基を表し、
　Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表し、
　ｎｉ１は１～３の整数を表し、ｎｉ２及びｎｉ３はそれぞれ独立して０～２の整数を表
すが、Ｓｉ２が炭素原子又はケイ素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は３であり
、Ｓｉ２が窒素原子を表す場合、ｎｉ１＋ｎｉ２＋ｎｉ３は２である。
　Ｒｉ３は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキル基を表す。
　一般式（Ｋ－２４）中にＲｉ２、Ｘｉ１、Ｙｉ１、Ｓｉ１、Ｓｉ３、Ｐｉ１及びＳｐｉ

１が複数存在する場合、それらは同一であっても異なっていても良い。）
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【化５】

（式中、Ｓｉ１、Ｐｉ１及びＳｐｉ１は一般式（Ｋ－２４）中のＳｉ１、Ｐｉ１及びＳｐ
ｉ１とそれぞれ同じ意味を表し、ＲＫ２１は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキ
ル基、ハロゲン化アルキル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少
なくとも２個以上の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、
－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、又は－ＮＨ－で置換されてもよく、ｎｉ４、ｎｉＫ２１はそれぞれ
独立して０又は１を表す。）
【請求項２】
　前記自発配向性モノマー中の前記極性基と前記重合基とが隣接している、請求項１に記
載の液晶組成物。
【請求項３】
　前記自発配向性モノマーが、下記一般式（ｉｖ）：



(7) JP 2019-194331 A5 2020.8.6

【化６】

（式（ｉｖ）中、
Ｒｉ１は、水素原子、炭素原子数１～４０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化アル
キル基、又はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、該アルキル基中の－ＣＨ２－は－ＣＨ＝ＣＨ－
、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよいが、－
Ｏ－は連続にはならない。
Ａｉ１は、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香族基、２価の６員環脂肪族基、
又は２価の６員環複素脂肪族基、２価の５員環芳香族基、２価の５員環複素芳香族基、２
価の５員環脂肪族基、又は２価の５員環複素脂肪族基を表し、該環構造は無置換であるか
又はＬｉ１で置換されていてもよい。
Ａｉ２及びＡｉ３はそれぞれ独立して、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香族
基、２価の６員環脂肪族基、２価の６員環複素脂肪族基、２価の５員環芳香族基、２価の
５員環複素芳香族基、２価の５員環脂肪族基、又は２価の５員環複素脂肪族基を表し、該
環構造は無置換であるか、又はＬｉ１、Ｐｉ１－Ｓｐｉ１－若しくはＫｉ１で置換されて
いてもよい。
Ｌｉ１は炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルキル基
、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルコキシ基、
ハロゲン原子、シアノ基又はニトロ基を表す。
Ｐｉ１は重合性基を表し、
Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表し、
Ｚｉ１及びＺｉ２は、それぞれ独立して、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯ
Ｏ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ
＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－
ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、
炭素原子数１～４０の直鎖状又は分岐状のアルキレン基、又は該アルキレン基中の１個又
は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換された基を表す。
Ｋｉ１は直鎖又は分岐の炭素原子数３～４０のアルキル基、炭素原子数３～４０の直鎖又
は分岐のハロゲン化アルキル基、若しくは炭素原子数３～４０の直鎖又は分岐のシアノ化
アルキル基であり、該Ｋｉ１中の少なくとも２個以上の第二級炭素原子は、－（Ｃ＝Ｘｉ

１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されていてもよく、該Ｋｉ１中の少なくとも
２個以上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－で置換されていてもよく、Ｋｉ１中の水
素原子はＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換されていてもよい。
Ｘｉ１は、酸素原子、硫黄原子、ＮＨ又はＮＲｉｌを表す。
ｍｉ１は、０～３の整数を表す。
ｍｉ１が２又は３の整数を表し、Ａｉ２及びＺｉ２が複数存在する場合、複数のＡｉ２及
びＺｉ２はそれぞれ同一であってもよく、異なっていてもよい。
ただし、式（ｉｖ）中、Ａｉ２、Ａｉ３及びＫｉ１の少なくとも１つの水素原子がＰｉ１

－Ｓｐｉ１－で置換されている。）
で表される化合物である、請求項１又は請求項２に記載の液晶組成物。
【請求項４】
　前記式（ｉｖ）中、前記Ｋｉ１が前記一般式（Ｋ－２４）、一般式（Ｋ－２５）～（Ｋ
－２８）で表される基からなる群から選択される基である、請求項３に記載の液晶組成物
。
【請求項５】
　前記自発配向性モノマーが、下記一般式（ｉｖ－１）で表される化合物である、請求項
１又は請求項２に記載の液晶組成物。
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【化７】

（Ｒｉ１は、水素原子、炭素原子数１～４０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン化ア
ルキル基、又はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、該アルキル基中の－ＣＨ２－は－ＣＨ＝ＣＨ
－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよいが、
－Ｏ－は連続にはならない。
Ａｉ１は、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香族基、２価の６員環脂肪族基、
又は２価の６員環複素脂肪族基、２価の５員環芳香族基、２価の５員環複素芳香族基、２
価の５員環脂肪族基、又は２価の５員環複素脂肪族基を表し、該環構造は無置換であるか
又はＬｉ１で置換されていてもよい。
Ａｉ２は、２価の６員環芳香族基、２価の６員環複素芳香族基、２価の６員環脂肪族基、
２価の６員環複素脂肪族基、２価の５員環芳香族基、２価の５員環複素芳香族基、２価の
５員環脂肪族基、又は２価の５員環複素脂肪族基を表し、該環構造は無置換であるか、又
はＬｉ１、Ｐｉ１－Ｓｐｉ１－若しくはＫｉ１で置換されていてもよい。
Ｌｉ１は炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルキル基
、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルコキシ基、
ハロゲン原子、シアノ基又はニトロ基を表す。
Ｌｉ１１は炭素原子数１～３のアルキル基を表す。
Ｐｉ１は重合性基を表す。
Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表す。
Ｚｉ１及びＺｉ２は、それぞれ独立して、単結合、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯ
Ｏ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ
＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－
ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、
炭素原子数１～４０の直鎖状又は分岐状のアルキレン基、又は該アルキレン基中の１個又
は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－で置換された基を表す。
Ｋｉ１は直鎖又は分岐の炭素原子数３～４０のアルキル基、炭素原子数３～４０の直鎖又
は分岐のハロゲン化アルキル基、若しくは炭素原子数３～４０の直鎖又は分岐のシアノ化
アルキル基であり、該Ｋｉ１中の少なくとも２個以上の第二級炭素原子は、－（Ｃ＝Ｘｉ

１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されていてもよく、該Ｋｉ１中の少なくとも
２個以上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－で置換されていてもよく、Ｋｉ１中の水
素原子はＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換されていてもよい。
ＲｉＫ１は炭素原子数１～６のアルキレン基又は単結合を表し、該アルキレン基中の－Ｃ
Ｈ２－は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－又は－Ｏ－で置換
されてもよい。
Ｙｉ１はそれぞれ独立して、炭素原子数３～２０の直鎖又は分岐のアルキル基、ハロゲン
化アルキル基又はシアノ化アルキル基を表し、これらのアルキル基中の少なくとも２個以
上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されてお
り、また、該アルキル基中の第二級炭素原子は酸素原子が直接隣接しないように－ＣＨ＝
ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよい
。
Ｘｉ１は、酸素原子、硫黄原子、ＮＨ又はＮＲｉｌを表す。
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ｍｉ１は０～３の整数を表す。
ｍｉ３は０～３の整数を表し、ｍｉ４は０～３の整数を表すが、ｍｉ３＋ｍｉ４は０～４
を表す。
ｎｉＫ１は及びｎｉＫ２はそれぞれ独立して０又は１を表す。
ｍｉ１が２又は３の整数を表し、Ａｉ２及びＺｉ２が複数存在する場合、複数のＡｉ２及
びＺｉ２はそれぞれ同一であってもよく、異なっていてもよい。）
【請求項６】
　前記自発配向性モノマーが、下記一般式（Ｒ－１）～（Ｒ－６）で表される化合物から
なる群から選択される化合物である、請求項１又は請求項２に記載の液晶組成物。
【化８】

（一般式（Ｒ－１）～（Ｒ－６）中、Ｒｉ１は、水素原子、炭素原子数１～４０の直鎖又
は分岐のアルキル基、ハロゲン化アルキル基、又はＰｉ１－Ｓｐｉ１－を表し、該アルキ
ル基中の－ＣＨ２－は－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－又は
－ＯＣＯ－で置換されてもよいが、－Ｏ－は連続にはならない。
Ｌｉ１は炭素原子数１～１２のアルキル基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルキル基
、炭素原子数１～１２のアルコキシ基、炭素原子数１～１２のハロゲン化アルコキシ基、
ハロゲン原子、シアノ基又はニトロ基を表す。
Ｋｉ１は直鎖又は分岐の炭素原子数３～４０のアルキル基、炭素原子数３～４０の直鎖又
は分岐のハロゲン化アルキル基、若しくは炭素原子数３～４０の直鎖又は分岐のシアノ化
アルキル基であり、該Ｋｉ１中の少なくとも２個以上の第二級炭素原子は、－（Ｃ＝Ｘｉ

１）－及び／又は－（ＣＨ－ＣＮ）－で置換されていてもよく、該Ｋｉ１中の少なくとも
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２個以上の第二級炭素原子は－（Ｃ＝Ｘｉ１）－で置換されていてもよく、Ｋｉ１中の水
素原子はＰｉ１－Ｓｐｉ１－で置換されていてもよい。
Ｐｉ１は重合性基を表し、
Ｓｐｉ１はスペーサー基又は単結合を表し、
Ｘｉ１は、酸素原子、硫黄原子、ＮＨ又はＮＲｉｌを表す。
ただし、一般式（Ｒ－１）～（Ｒ－６）中、Ｋｉ１の少なくとも１つの水素原子がＰｉ１

－Ｓｐｉ１－で置換されている。）
【請求項７】
　前記一般式（Ｉ）で表される化合物の１分子内にそれぞれ同一または異なる２つのＰ１

１－Ｓ１１－を有する、請求項１から６までのいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項８】
　前記一般式（Ｉ）中、ｎ１１は０または１である、請求項１から７までのいずれか１項
に記載の液晶組成物。
【請求項９】
　前記一般式（Ｉ）中、Ｌ１０およびＬ１１は単結合である、請求項１から８までのいず
れか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１０】
　一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）
【化９】

（式中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２は、それぞれ
独立して、炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２
個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－
、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２は、それぞれ独立し
て
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）及び
（ｄ）　１，４－シクロヘキセニレン基
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からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）、基（ｃ）及び基（ｄ）は
それぞれ独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２は、それぞれ独立し
て、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ
ＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝
ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＸＮ２１は水素原子又はフッ素原子を表し、
　ＴＮ３１は－ＣＨ２－又は酸素原子を表し、
　ｎＮ１１、ｎＮ１２、ｎＮ２１、ｎＮ２２、ｎＮ３１及びｎＮ３２は、それぞれ独立し
て、０～３の整数を表すが、ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎ
Ｎ３２は、それぞれ独立して、１、２又は３であり、ＡＮ１１～ＡＮ３２、ＺＮ１１～Ｚ
Ｎ３２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっていても良い。）で表され
る化合物から選ばれる化合物を１種類又は２種類以上含有する請求項１から請求項９まで
のいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１１】
　一般式（Ｌ）
【化１０】

（式中、ＲＬ１及びＲＬ２は、それぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基を表し
、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝
ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されて
いてもよく、
　ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３は、それぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）は、それぞれ
独立して、シアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
　ＺＬ１及びＺＬ２は、それぞれ独立して、単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４

－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ
－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ｎＬ１が２又は３であってＡＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異な
っていても良く、ｎＬ１が２又は３であってＺＬ２が複数存在する場合は、それらは同一
であっても異なっていても良いが、一般式（Ｎ－１）、一般式（Ｎ－２）および一般式（
Ｎ－３）で表される化合物を除く。）で表される化合物から選ばれる化合物を１種類又は
２種類以上含有する請求項１から請求項１０までのいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１２】
　一対の基板のうち少なくとも一方の基板表面に配向膜を備えていない液晶表示素子に使
用する、請求項１から請求項１１までのいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１３】
　請求項１から請求項１２までのいずれか１項に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子
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。
【請求項１４】
　請求項１から請求項１２までのいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたアクティブマ
トリックス駆動用液晶表示素子。
【請求項１５】
　請求項１から請求項１２までのいずれか１項に記載の液晶組成物を用いたＰＳＡモード
、ＰＳＶＡモード、ＰＳ－ＩＰＳモード又はＰＳ－ＦＳＳモード用液晶表示素子。
【請求項１６】
　対向に配置された第一の基板および第二の基板と、
　前記第一の基板と前記第二の基板との間に充填された液晶層と、
　前記第一の基板上に、マトリクス状に配置される複数個のゲートバスライン及びデータ
バスライン、前記ゲートバスラインとデータバスラインとの交差部に設けられる薄膜トラ
ンジスタならびに前記薄膜トランジスタにより駆動される画素電極を画素毎に有する電極
層と、
　前記第一の基板または前記第二の基板上に形成された共通電極と、を有し、
　前記液晶層が、請求項１から請求項１２までのいずれか１項に記載の液晶組成物で構成
されており、
　少なくとも一方の基板表面に配向膜を備えていない液晶表示素子。
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